
美味しくて与えやすい

ブリッジ
パラタブル錠

LCP Layering Coating Palatable

5ベナゼハート
2.5ベナゼハート

Push！

100錠（10錠×10シート）

犬慢性心不全及び
猫慢性腎不全用持続性ACE阻害剤

利便性を追求し、新規格登場！

猫や小型犬への投薬のしやすさを追求し、2.5mg錠を追加
しました。従来品よりも小さく、猫や小型犬に投薬しやすい
サイズです。

美味しく簡単投与

ワンプッシュで簡単に、均等に分割できます。
嗜好性の高いお魚味がそのまま生かされた、風味豊かな
美味しいブリッジパラタブル錠です。

レイヤリングコーティングパラタブル技術

本剤は犬及び猫において、先発品との同等性を確認して
います。また、“ベナゼプリル塩酸塩”を特殊な技術でコー
ティングしています。

新発売

8mm
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【効能又は効果】
犬：僧帽弁閉鎖不全による慢性心不全の症状の改善
猫：慢性腎不全における尿蛋白の漏出抑制 

【成分及び分量】

ベナゼハート錠2.5 1錠（90mg）中2.5mg
ベナゼプリル塩酸塩

ベナゼハート錠5 1錠（180mg）中5mg

有効成分品 名 含 量

【使用上の注意】
（基本的事項） 

１．守らなければならないこと 
（一般的注意） 
 ・本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用
　すること。
 ・本剤は効能・効果において定められた目的にのみ使用すること。
 ・本剤は定められた用法・用量を厳守すること。 
（取扱い及び廃棄のための注意）
 ・小児の手の届かないところに保管すること。
 ・本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
 ・誤用を避け、品質を保持するため、他の容器に入れかえないこと。
 ・使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分すること。 
 ・本剤を破棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共
　団体条例等に従い処分すること。 
２．使用に際して気を付けること 
（使用者に対する注意）
 ・誤って薬剤を飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けること。
（犬及び猫に関する注意）
 ・副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。
（取扱い上の注意）
 ・変色が認められた場合には使用しないこと。
 ・分割した錠剤は気密容器に入れて保管し、速やかに使用すること。

（専門的事項） 

①対象動物の使用制限
  ・本剤は、子犬及び子猫での安全性が確立されていないので、子犬及び
　子猫には使用しないこと。
  ・本剤は、体重1．２５kg未満の犬及び猫には使用しないこと。
  ・妊娠及び授乳中の動物に対する安全性は確立されていないので、妊娠
　中及び授乳中の犬及び猫には投与しないこと。
②重要な基本的事項
　犬：僧帽弁閉鎖不全による慢性心不全の症状の改善
  ・犬では、必要により適切な対症療法（利尿・強心）を行うこと。重度の慢性
　心不全に対する本剤の単独投与による有効性は確立されていない。
  ・犬では、本剤は胆汁及び尿からそれぞれ約半量ずつ排泄されることに
より、たとえ腎機能不全を有する犬においても、体内に蓄積される危険
性は少ないが、腎前性高窒素血症が認められる場合には腎機能の監視
を行い、本剤の投与及び対症療法を慎重に行うこと。

  ・重度の肝障害のある犬については、本剤投与により対象動物の健康が
維持されるなどベネフィットが得られるかどうか獣医師が慎重に判断し
た上で投与すること。
猫：慢性腎不全における尿蛋白の漏出抑制

  ・猫では、治療開始時に、血清クレアチニン値の短期の上昇が認められる
ことがある。これは、本薬剤の血圧降下作用により惹起されたものであ
り、他に臨床徴候等の悪化が認められない限りは治療を中断する必要は
ない。

  ・猫における慢性腎不全の尿毒症末期及び急性腎不全の症例に対して
本剤投与による効果は確認されていないため、本剤の投与は避けること。

  ・本剤は主に胆汁に排泄される。糸球体濾過速度が1.24～3.78mL/
min及び血清クレアチニン濃度が1.0～5.0mg/dLの範囲において本剤
が体内に蓄積しないことが確認されており、この範囲内では用量調整の
必要はない。

  ・重度の肝障害のある猫については、本剤投与により対象動物の健康が
維持されるなどベネフィットが得られるかどうか獣医師が慎重に判断
した上で投与すること。

③相互作用
  ・カリウム保持性利尿剤を併用しないこと（特に腎機能低下動物では血清
カリウム値が上昇することがある）。

  ・非ステロイド性消炎鎮痛剤との併用は本剤の降圧作用を減弱させる
ことがある。

  ・他の血圧降下剤（利尿剤、ベータ遮断剤、カルシウム拮抗剤）や降圧作用
のある麻酔剤と併用すると本剤の効果が高まることがある。 

④副作用
  ・薬理作用として降圧作用により虚脱あるいはふらつきが現れることがあ
るので、特に初回投与後は注意深く観察するよう飼い主を指導すること。

  ・本剤の投与により、ときに嘔吐、軟便、下痢がみられることがある。

【貯法】室温保存、気密容器

【薬理学的情報等】
（薬効薬理）
ベナゼプリル塩酸塩はプロドラッグであり、肝臓で加水分解により活性化代謝
物であるベナゼプリラートに変換され、血中及び組織中のアンジオテンシン変
換酵素（ACE）活性を特異的に阻害して、アンジオテンシンⅡの生成を抑制する
ことで作用を示す。犬の慢性心不全においては、血管拡張作用、利尿作用及び
心筋保護作用などにより、心不全の各種症状を改善する。猫の慢性腎不全にお
いては、全身及び腎糸球体内の血圧を低下させることにより、尿蛋白の漏出を
抑制する。

5ベナゼハート
2.5ベナゼハート

犬慢性心不全及び
猫慢性腎不全用持続性ACE阻害剤

LCP Layering Coating Palatable

【製品情報お問い合せ先】　
共立製薬株式会社　学術
〒102-0073 
東京都千代田区九段北一丁目11番5号
TEL:03-3264-7556

犬：体重１kg当たりベナゼプリル塩酸塩として0.25mg～1.0mgを1日1回経口
　  投与する。

猫：体重１kg当たりベナゼプリル塩酸塩として0.5mg～1.0mgを1日1回経口
　  投与する。

【用法及び用量】

2.5mg
投 与 量 (錠数)

投 与 量 (錠数)

5mg

1.25 kg 以上～ 2.5 kg 未満

10.0 kg 以上～20.0 kg 未満

20.0 kg 以上～30.0 kg 未満

30.0 kg 以上～40.0 kg 未満

1.25 kg 以上～  2.5 kg 未満

5.0 kg 以上～10.0 kg 未満

2.5 kg 以上～10.0 kg 未満

2.5 kg 以上～  5.0 kg 未満

2.5mg 5mg


